
 

中
原
小
学
校
で
『
車
い
す
』
を
使
っ
た
、
福
祉
体
験

学
習
会
を
全
校
児
童
で
行
い
ま
し
た
。 

 
ま
ず
初
め
に
車
い
す
に
つ
い
て
の
、
使
い
方
・
介
助
の

仕
方
の
説
明
を
行
い
、
ど
う
い
っ
た
人
が
使
う
の
か
を

皆
で
考
え
、
そ
の
後
、
体
育
館
に
て
実
際
に
車
い
す
に
乗

り
、
坂
道
や
、
段
差
の
上
が
り
下
り
の
体
験
を
行
い
、
次

に
、
学
校
の
中
を
車
い
す
で
移
動
し
、
教
室
ま
で
の
移
動

や
、
手
洗
い
、
水
飲
み
な
ど
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。 

児
童
か
ら
は
『
手
を
洗
う
時
に
手
が
届
か
な
か
っ
た
。』

『
坂
道
を
下
り
る
時
が
怖
か
っ
た
。
』
な
ど
意
見
が
あ

り
、『
困
っ
て
い
る
時
は
お
手
伝
い
を
し
た
い
。』『
車
い

す
に
乗
っ
て
い
る
人
の
気
持
ち
が
分
か
っ
た
。』
と
、
実

際
に
体
験
し
た
こ
と
で
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
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車
い
す
学
習
会 

小国高校卒業生への福祉・ボランティア表彰 小
国
郷
の
福
祉
の
た
め
に
活
動
し
た
生
徒
へ
の
感

謝
と
、
こ
れ
か
ら
も
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
を

も
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
を
込
め
、
表
彰
式
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。 

生
徒
代
表
挨
拶
で
は
、
『
活
動
を
通
し
て
、
子
育
て

支
援
策
の
こ
と
、
高
齢
化
の
こ
と
、
実
際
に
活
動
し
た

か
ら
こ
そ
、
地
域
の
課
題
と
し
て
受
け
止
め
、
町
を
良

く
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
』
と
感

想
が
聞
か
れ
、
活
動
を
通
し
て
福
祉
へ
の
理
解
が
育
ま

れ
た
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
ま
し
た
。 

坂道の上がり下りの体験

中 

 福
祉
教
育
情
報
交
換
会 

南
小
国
町
で
取
り
組
ん
で
い
る
福
祉
教
育
と
、
先
進

地
の
取
り
組
み
の
紹
介
を
行
う
、【
福
祉
教
育
情
報
交

換
会
】
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
４０
名
を
超
え
る
多
く
の
方
の
参
加
が
あ

り
、
福
祉
教
育
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、『
福
祉
教
育
の
意
味
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
。』『
地
域
力
を
高
め
る
た
め
に
、
福
祉
教
育
の

充
実
は
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
と
感
じ
た
。』
な
ど
、
福

祉
教
育
に
つ
い
て
の
理
解
や
関
心
が
深
ま
っ
た
よ
う

で
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
地
域
住
民

す
べ
て
の
人
が
、
南
小
国
町
を
福
祉
の
心
に
満
ち
溢
れ

豊
か
な
生
活
を
お
く
れ
る
町
に
す
る
担
い
手
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
、
地
域
と
共
に
福
祉
教
育
の
推
進
に
努

め
て
い
き
ま
す
の
で
、ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 
 

対馬市社会福祉協議会の、 

『斉藤貴紀』様より対馬市での特色

ある取り組みをご紹介していただ

きました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

竹の熊地区では、毎週火曜日の夜に『いきいき１００

歳体操』を開催しています。 

竹の熊地区は、平成２８年１０月から『いきい

き１００歳体操』を行っています。 

毎週続けるための、モチベーションアップの方法とし

て、1 年間休まず来た方を表彰したりと自由な発想で

取り組んでいます。 

また、最後の週には、茶話会を開催し、参加者同士

の交流を深めています。 

 

参加者の声（効果） 

 姿勢が良くなった。 

 体操をしていて体の調子が良くなった。 

 皆で集まる機会があるので良い。 

 休んだりするとみんなが心配して声をかけてくれる。 

馬場地区では、馬場自治会の事業として、毎週火曜日の午後１時３０分

から『いきいき１００歳体操』を開催しています。 

馬場地区は、平成２９年１１月から『いきいき１００

歳体操』を行っています。 

まだ、始まったばかりで効果を感じられていないようですが、

『毎週定期的に集まる場所が無かったので、みんなと一緒に

楽しみながら続けていきたいです。』と話されていました。 

竹の熊地区 
会場：竹の熊集会所 

馬場地区 
会場：馬場公民館 

いきいき１００歳体操 
筋力・柔軟性などの向上に効果（注：個人差があります。）がある、『いきいき１００歳体操』に   

取り組まれている地区のご紹介です。みなさんの地域でも取り組んでみませんか？ 

今月は、【竹の熊地区】・【馬場地区】の取り組みをご紹介します。 

これから『いきいき１００歳体操』を取り組もうとお考えの方はお気軽にご相談下さい。 

赤い羽根共同募金のご報告 

・落見地区 １６戸 

ご協力いただきありがとうございました。 


